
古代における

動物利用の研究

辿跡出- 1 二の動物遺作体のうち、特に牛、馬がどのよう

な辿構から出土するかを分類し、ヅテ後のＩＩｉ代人の動物利

月l を考えた。その結果、′ |菖、馬のI l I ･ 上例は、（１）珊故

または自然死、（２）培畜、（３）犠牝の３つに分類可能

であることを提唱した。

（１）および（２）の場合、ほとんどの個体が資源として

利H1 される。古代における' 卜、馬の盗源的1 1 i 値は、『養老

厩牧令』「官馬牛死条」に、「凡‘ I o 1 r 馬ﾉ 卜賭。各収皮脳角

鵬。若得牛黄者別進｡ 」とあり、皮、脳、角、鵬および牛

黄を取ることと、肉は「凡ﾘ j 公事。乗官私馬牛。以理致

死。証兇分明者。並免徴。典皮宍◎ 所在1 刺1 1 慣。送仙

納本i i l ｡ 」とあるように、地方ごとに肉を売り代金を本I i l

に収めるほど食肉への滞要があったことがわかる。良雄

王木簡に見るように馬肉が鼠肉とともに鵬の餌として使

われたこともあったろうが、人間の食川に供される場合

が大部分であったろう。脳については、『延弊式』内蔵寮

式に、「鹿皮一張、（' ' 1 略) 、削暴和脳様乾一人半｡ 」とあ

り、脳を媒剤として使ったと考えられる。そうした' 卜馬

の生産に従事する集I j l は、、I え城京では、東l J I i の市あたり

の堀河をはさんで操業していたことが、イ．i 京８条ｌ坊１１

坪の発掘で確かめられており、平安舟〔でも右京８条２坊

の1 1 1 1 i 側溝が、平安時代後半にI j I i 靭負小路として埋め京て

られれるまで、多くの災牛馬の処理場として機能してい

たことが京都市埋文研の洲在で､ ﾘ 明している｡

（３）動物犠牲を伴う祭I i u のなかで、もっとも顕替なも

のは、『' １本普紀」「大化の薄葬令」に兄える馬の殉殺で

あろう。千葉県佐倉市の6 1 1 1 : 紀前半の' 1 1 戦、大作第3 2号

職の周濠に接する1 昌坑から出こした馬は、街と鞍を清装

し、筒を切り落とした状態で出土し（千雌県文化財セン

ター『佐倉市大作遺跡』1 9 9 0 ) 、この代表的な例といえ

る。牛馬を伴う祭祁遺構は、近年、都城をr I 1 心に良好な

資料が相次いでいる。平城京左京７条ｌ坊では、７条条

間北小路の南側溝の底に、さらに憂さ６，，１陥1 . 5 ｍの長

円形の- 上坑を掘り、妓少個体数３頭の馬の頭蓋骨および

Ｉ1 部の骨を収めていた。保存状態が悪く典休的な位侭関

係は明かでないが、上坑の大きさからみても３頭の全身

を収めるには規模が小さすぎるため、筒を切った蚊部と

1 1 1 部の部を収めた可能性が商い。大阪府八尾市と東大

阪I l i にまたがる池烏・稲刀､ ¥迩跡の鎌倉時代の条里水川

の坪境の水路の底からは、’ ' 二の頭捲' | ‘ } を裏返しにしたり、

下顎' ' １．のみをおさめた上坑が連続して兄つかっている

( 大阪文化財センター『池烏・補刀､ f 遺跡発捌調査概要

XI 9( ) - 3, 淵企|Ｘの概要』) 。岡I l I I i i 鹿111辿跡の１３世紀の井

ﾉ i の' ' 1からは、ノトの頭器骨がｌｌＩｌＬ、その頭蒜' 汁のド部

には樋ｆの集' ' 1 が見られ、ｌﾉ L I 隅には上師器の小Ⅲが配慨

され、焼上や1 1 1 1 物を伴っていた。その上のﾙ i は‐ 度に埋

め災されたと考えられ、これらの遺物はj け- 『を埋める際

の祭l i i u に伴ったものと巷えられる。この牛には後頭骨の

存柱との関節付近と、角芯の堆部に刃物傷を持ち、頭部

を切り取った後に角を角芯ごと外している。イ｢ 前頚骨の

眼術上には皮を剥ぐ際についた傷が残る。さらにド顎骨

を| ､ わないことから、このﾉ トは犠牝として祭i i Uに伴って

殺されたものではなく、ｒめ死んだウシを皮を剥ぎ、角

や肉をとって、’ ' １骨化して術帯していた頭蓋竹を、井) - ｆ

を雌める際にシンボルとして利川したと考えられよう

( 岡111大学1993『鹿ⅡI 遺跡３』) 。l I i l 様の例が防府市周防

1 1 ﾐ |府跡のl OI l t 紀後､ｆの井戸S E 3 7 0 0でも兄られ、ここでは

角芯と「顎' ' 1 ･ を取り去ったウシの頭捲' 汁と祭祁典を配置

して埋め展している（周防I 1 i I 府跡i 淵ｲ i § 会1 9 9 3『周防国府

跡』) 。このように、平安時代から' ' 1 1 1 t にかけての動物骨

を伴う祭I i i u は、動物を蟻牝にするだけでなく、．〕参め備蓄

した' | 菖馬の頭捺骨や下顎‘ 制･ をシンボルとして| 坑におさ

めることが多くなるといえる。

（松井章′ 埋文センター）
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